平成１４年度の我が国経済は、年初来の輸入の増加や生産の持ち直しの動き等により、景気に一部好転の気配が見られたものの、年度後半にかけての米国経済への先行きに対する懸念や株価低迷の影響等が最終需要の下押し要因となり、年度後半はほぼ横ばいで推移するといった状況でした。

このような状況の中、政府は、経済社会の活性化を通じた民間需要主導の本格的な回復軌道に乗せるため、６月に「経済財政運営と構造改革に関する基本方針２００２」を策定し、１２月には「改革加速プログラム」を策定するとともに、補正予算の編成を行いました。

地方税財政については、引き続き大幅な財源不足が生じ、交付税特別会計や起債制度等において、その補てん措置が講じられた結果、赤字地方債（臨時財政対策債）で対応する部分が大幅に増加することとなりました。

地方財政制度改革では、「地方の自助と自立」を高めるために、受益と負担の対応関係を意識しつつ、地方歳出に対する国の関与の廃止・縮減などによる地方行財政の効率化を前提に、国庫補助負担金、交付税、税源移譲を含む税源配分の在り方について、「三位一体」で改革を推進していくこととなりました。

このような状況下での当市の予算編成は、歳入面では、景気の低迷や恒久的な減税により、歳入の根幹を成す市税が減額となる一方、歳出面では、クリンクルセンター建設事業費（Ｈ１０年度借入分）の元金償還が始まることから、公債費が増加するとともに、道路・公共下水道など立ち遅れている都市基盤整備、老朽化の進む公共施設の維持補修費の増嵩、火葬場の建替えや（仮称）新富浦墓地の造成、千歳最終処分場の安全な閉鎖、ワークシェアリングなどが見込まれ、厳しい財政状況下での編成となりました。

このため、広報経費やクリンクルセンターの管理委託の見直しをはじめ、超過勤務手当の縮減を行うなど、経常的経費の徹底した節減合理化を柱とする編成とし、市民の多様な行政需要へ的確に対応できるよう、限られた財源の重点的・効率的配分に徹したところであります。

その後、旧清掃工場を安全に解体して再利用するためのストックヤード化等事業などを追加し、公共下水道事業を拡大するとともに、国の補正予算に併せ、補助金や有利な起債制度を活用した若草小学校大規模改造事業とキウシト湿原緑地保全事業の補正予算を組み、積極的に取組んできたところであります。

なお、これら事業の一部については、翌年度に繰り越して実施することとしております。

平成１４年度の一般会計・各特別会計の決算状況は次のとおりであります。
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１．一般会計

    平成１４年度一般会計予算は、当初２２３億５千万円で編成しましたが、その後７回の補正を行った結果、最終予算額は前年度からの繰越明許分５億５１９万８千円を含め２３４億９,００４万５千円となりました。

    これに対し、決算は歳入総額２２２億５,００９万２千円、歳出総額２１４億２,３１７万５千円で差引８億２,６９１万７千円の剰余金をもって決算を了しました。

    歳入については、別表１「平成１４年度一般会計歳入決算の状況」のとおりであります。

    その内訳でありますが、市税については対前年比０．０２％減、１２３万５千円の減となり、収納率は総体で８６.７％となりました。

    地方交付税のうち、普通交付税は基準財政収入額が対前年比３.１％の減、基準財政需要額が対前年比１.８％の減で交付額は対前年比０.６％減の４９億４,７０５万４千円となりました。また、特別交付税は６億５０４万７千円となりました。

    市債については、総額で２３億３２０万円を発行し、火葬場建替事業、旧清掃工場ストックヤード化事業、市道舗装排水整備事業、亀田記念公園整備事業、市営住宅（桜木団地）建替事業、サイレン遠隔吹鳴装置設置事業、新市民プール建設事業等に充当したほか、特別減税による財源補てんのため、減税補てん債として６,０６０万円を借り入れたほか，地方交付税制度の見直しにより，臨時財政対策債（赤字地方債）を６億１,７３０万円借り入れました。

    歳入の構成については、別表４「自主財源と国・道依存財源の状況」のとおり、自主財源の占める割合が対前年比３.６％減の３８.９％となりました。

    次に歳出については、別表５「歳出性質別決算の状況」のとおり、人件費・扶助費・公債費の義務的経費に１０４億２,８９１万２千円(４８.８％)、普通建設事業費等の投資的経費に４２億５,６６２万５千円(１９.９％)、その他経費に６７億３,７６３万８千円(３１.３％)を支出し、総額２１４億２,３１７万５千円となりました。

２．国民健康保険特別会計

    国民健康保険事業につきましては、平成１５年３月末現在で加入世帯数は１０,１４２世帯、被保険者数は１７,８００人となっています。

    決算については、別表８「平成１４年度国民健康保険特別会計決算の状況」のとおり、歳入総額５１億９,４２７万６千円、歳出総額４６億８,５１２万７千円で差引５億９１４万９千円の剰余金をもって決算を了しました。

    歳入総額の２８.１％を占める国民健康保険税は、調定額２４億１８１万６千円に対して収入済額１４億５,８６６万８千円で、収納率は現年課税分で８８.２％、滞納繰越分を含めると６０.７％となりました。

    一般会計からの繰入金は、保険基盤安定分(保険税軽減費分)２億２３７万５千円、老人医療費無料化波及分(６９歳分)８４０万円、国保財政安定化支援事業分１億５,１９４万円、人件費・事務費・出産育児一時金等の一般財源分１億４,０５０万８千円、保険税申請減免分１,９１６万２千円、一時借入金利子相当分９２万８千円の繰入れを受け、対前年比３.２％の増となりました。

３．学校給食事業特別会計

    学校給食事業につきましては、別表９「平成１４年度学校給食事業特別会計決算の状況」のとおり、歳入歳出それぞれ３億６,０４４万５千円で決算を了しました。

    歳入につきましては、一般会計からの繰入金が対前年比６.１％減の１億４,０５９万６千円となりました。

    歳出につきましては、人件費・物件費・維持補修費・補助費等の運営経費３億３,６９２万円、普通建設事業費１,４４９万円、公債費７７６万２千円、その他経費として１２７万３千円を支出しました。

４．公共下水道事業特別会計

    公共下水道事業につきましては、平成１５年３月末現在の供用開始地区面積８４８ｈａ、普及率は７５.３％、水洗化率は７３.８％であります。

    決算については、別表１０「平成１４年度公共下水道事業特別会計決算の状況」のとおり、歳入総額４４億４,３３８万８千円、歳出総額４４億３,７５３万円で差引５８５万８千円の剰余金をもって決算を了しました。

    歳出については、人件費・物件費・維持補修費・補助費等の運営経費３億５,５１４万２千円、普通建設事業費３１億５,５１１万４千円、公債費９億１,９８７万５千円、その他経費として７３９万９千円を支出しました。

５．老人保健特別会計

    老人保健事業につきましては、別表１１「平成１４年度老人保健特別会計決算の状況」のとおり、歳入総額６３億６,０３７万円、歳出総額６４億５,６８６万９千円で差引９,６４９万９千円の歳入不足となったため、繰上充用金をもって措置しました。

    歳入不足額につきましては、支払基金交付金及び国・道支出金が翌年度において精算されることから生じたものです。

６．簡易水道事業特別会計

　　簡易水道事業会計につきましては、別表１２「平成１４年度簡易水道事業特別会計決算の状況」のとおり、歳入歳出それぞれ３,１３０万８千円で決算を了しました。

歳入につきましては、一般会計からの繰入金が対前年比９.８％減の２,２５８万６千円となりました。

歳出につきましては、物件費・維持補修費・補助費等の運営経費８３１万４千円、普通建設事業費５８４万円、公債費１,７１５万４千円を支出しました。

７．介護保険特別会計

介護保険特別会計の保険事業勘定につきましては、別表１３「平成１４年度介護保険特別会計決算の状況」のとおり、歳入総額２２億６,３０５万円、歳出総額２１億９,５４８万５千円で差引６,７５６万５千円の剰余金をもって決算を了しました。

歳出につきましては、保険給付費として歳出総額の９１.７％に当たる２０億１,２２７万６千円を支出しました。

また、介護サービス事業勘定につきましては、歳入が３１万２千円、歳出が３０万円で差引１万２千円の剰余金をもって決算を了しました。

    以下、主要な施策の概要を総合計画の部門別に申し上げます。
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		平成１４年度   登別市各会計決算の状況 ヘイセイ９ネンドノボリベツシカクカイケイケッサンジョウキョウ

																（単位  千円） タンイセンエン

				区分 クブン				歳入総額 サイニュウソウガク		歳出総額 サイシュツソウガク		歳入歳出 サイニュウサイシュツ		翌年度 ヨクネンド		実質収支額 ジッシツシュウシガク

												差引 サシヒキ		繰越財源 クリコシザイゲン

								22,250,092		21,423,175		826,917		36,663		790,254

				一般会計 イッパンカイケイ

								5,194,276		4,685,127		509,149		0		509,149

				国民健康保険 コクミンケンコウホケン

				特別会計 トクベツカイケイ

								360,445		360,445		0		0		0

				学校給食事業 ガッコウキュウショクジギョウ

				特別会計 トクベツカイケイ

								4,443,388		4,437,530		5,858		5,200		658

				公共下水道事業 コウキョウゲスイドウジギョウ

				特別会計 トクベツカイケイ

								6,360,370		6,456,869		(96,499)		0		(96,499)

				老人保健特別会計 ロウジンホケントクベツカイケイ

								31,308		31,308		0		0		0

				簡易水道事業 カンイスイドウジギョウ

				特別会計 トクベツカイケイ

								2,263,050		2,195,485		67,565		0		67,565

				介護保険特別会計 カイゴホケントクベツカイケイ

				（保険事業勘定） ホケンジギョウカンジョウ

								312		300		12		0		12

				介護保険特別会計 カイゴホケントクベツカイケイ

				(介護サービス事業勘定) カイゴジギョウカンジョウ






